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研究開発のポイント

【課題】

航空機用燃料タンクに設置する油量計システムは電気的短絡

による爆発事故防止のための安全規制が強化され、燃料と電

気的非接触の新たなシステムが求められています。

【開発概要】

電気的非接触となるフォトセルの配列による光学式油量計シス

テムを開発する。合わせて、航空機装備品に求められるシステ

ム開発保証プロセス、ソフトウェア認証の設計手法の確立

効 果

本事業の油量計システム試作品の情報提供や航空機関係の

展示会への出展・調査を通して、国内外の協業メーカーとのつ

ながりができ、事業化に向けての礎を築くことができました。

主な開発成果

○ 現行主流の静電容量式を上回る精度；±1%/F.S.以下を実

現するとともに、航空機搭載環境レベルの試験をクリアしま

した。

○ 航空機装備品認証に向けた設計手法を確立しました。

・APR4754にもとづくシステム開発保証プロセス

・DO-178にもとづくソフトウェア開発プロセス
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